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キ/コの観察会

ヌメリツバタケモ ドキ       ミ ドリスギタケ

10月 11日 、 毎 年倶楽郡のスタッフ研修とし

て実施しているキノコの観察会ですが、今年は牧

野と白谷の子どもたちが参加して<れ ました。午

後からはスタッフだけの研修会としてブナ林の中

でのキノコの観察会を行いました。

9/21 高 島市民活動屋合村

今年は屋台村が高島のアイリッシュパークで開

催されました。マキノ自然観察倶楽音Bはポス

ターなどでの活動紹介とバー ドカービングで

ノドッジづくりを出店しました。

観察倶楽部の活動紹介ブース

口
,0/,2西 源匡子どもオ:fエンテー町ン

ロ 今 年もマキノの西浜区の子どもたちのオリエンテーリ
ロ

ングがマキノ高原で行われ、一緒に高原の中を歩きまし
コ

た。

真っ赤なキノコを観察中   コ ブヾノガマズミは実が【

9/27マ キ/カント叫-7ェス々

カントリーフェスタでは

バードカービングでバッジ

づくりを行しヽました。3年

連続大阪から来てくれたお

反達も居て、スタッフは大

忙しでした。

影 響 騨
影 響 響

バー ドカービングは2階

ホールで実施しました。

ナラタケ ヌメリツバタケモ ドキ キララタケ

コブヾノガマズミは実がすっぱしヽよ

かたくり通信 マキノ自然観察倶楽部ホームページ http://nature‐makinoosakura.ne.jp/ Page l
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10/,3回 境～環犠言～黒河

サンケイ旅行会の皆さんを中央

劣水嶺にご案内しました。天気

もよ<気 持ちよくトレッキング

が出来ました。

①国境スキー場からスタート

②見通しのよしヽブすの森

③声原岳から日本海を望む

④猿が馬場のフナの森で休憩

⑤黒河椋道を下る

]0/,9高 島μ イfLフェスティAfL 2008

ココ/PS(土)

ホ再の経採研
～マキ′の7t林 を経る～

ココ/22(土)～23僻 )

マツ 里山もとB331ツ7-

r晩穂の里山体験」

今年は今津ビラデストを主会場に行われました。

2日 目の19日 |よビラデストから近江坂を通つて

大御影山、二重獄までの少し長しヽトレッキングで

した。

高島森林体験学校主催のイベントで、案内はマキノ自然観察倶楽

行しヽます。マキノ高原から出発し、赤坂山、オモテ、寒風をめぐり

原へ下山します。途中は中央劣水嶺ですので、オモテからは日本海と

琵琶湖が一望できます。寒風からはプナ林を抜け、高原ではウメメド

ソウを観察します。ゆつくリペースでの観察会になります。

集 合  マ キノ高原管理事務所前 9時   定 員20名

お申し込みは 「高島森林体験学校」までお願いします。

TEL・ FAX 0740-38-2527

お待たせしました。マキノで色んな人たちが関わつて実施していま

す一泊三日の体験ツアーです。今回はお待ちかね天然ナメコを採り

に行くツアーです。今年は赤坂出方面ではなく大谷山力面ヘナメコ

を採りに行きます。2日 目はリンゴ狩りやリンゴを使つたパンづく

り、やまおやじの雑木林の散策など盛りだくさんです。既に予約も

入つておりますので早めにお申し込みください。お待ちしておりま

す。今回は宿泊もペンションです。

詳格団は添付のチラシをご覧ください。

ス紹介と挨拶から スタート 南に|よ比良山が続きます 近江坂 フすの森で昼食

もう少しで尾根です 大日尾根 ヌメリツバタケモドキ 二重嶽山頂 下山もブすの森
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